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異業種交流組織の先駆け

J¥ 

決
意
新
た

式
典
で
発
展

島軒

釧
路
、
根
室
地
方
の
異
業
種
交
流
組
織
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る
経
済
研
修
団
体
「
釧
路
あ
す

な
ろ
ク
ラ
ブ
」
は
皆
、
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
創
立
回
周
年
の
記
会
員
と
祝
賀
会
を
聞
き
、

集
ま
っ
た
会
員
ら
が
歴
史
の
重
み
を
再
調
識
す
る
と
と
も
に
A
丞
の
活
動
に
向
け
、
決
意
セ
新
た
に

し
た
。
ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
記
傘
覆
会
も
聞
か
れ
た
。
(
道
丞
唱
命
)

動
一
釧
路
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
は
釧
路
一

回
目
の
記
会
副
典
に
は
現
在
の

一に
生
か
さ
れ
る
な
ど
、
素
晴
b
し

一
地
域
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
経
済
一会
員
の
ほ
か
、

O
Bら
も
出
席
。

一い
密
議
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
か

一
人
が
集
う
団
体
と
し
て
1
9
6
2
一式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
費
藤

一ら
も
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

.
亭
2
月
、
凶
人
の
有
志
に
よ
っ
て

一翼
付
第
印
期
会
長
は
「
あ
す
は
ヒ

一で
き
れ
ば
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

時
一
創
設
さ
れ
た
。

「
郷
土
を
愛
し

一ノ
キ
に
な
ろ
う
と
思
い
活
動
を
続
一来
賓
と
し
て
駆
け
付
け
た
蝦
名
大

J

一
仕
事
に
徹
し
人
と
和
す
」
を
信
一け
て
き
た
。
今
こ
そ
会
員
一
人

二

也
釧
路
市
長
ら
も
祝
辞
を
寄
せ

一
条
に
、
時
流
に
合
っ
た
テ
l
マ
を

一人
が
底
力
を
発
揮
し
、
釧
路
の
立

一た
。

一
定
め
毎
月
例
会
季
語
。
市
内
の
示
な
ヒ
ノ
キ
に
な
る
べ
く
進
み
た

一

式
典
で
は
永
年
在
籍
会
員
に
表

制
一
有
力
経
済
人
や
行
政
の
ト
ッ
プ
ら

一い
」
と
語
り
、
同
会
会
員
で
式
典
一彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
チ
ャ

i
を
講
師
に
招
き
、
研
修
セ
重
ね
て

一実
行
委
員
長
の
伊
東
良
孝
衆
量
一l
タ
l
メ
ン
バ
ー
の
今
回
英
三
氏

い
る
。

一

員
は
「
印
年
の
中
で
は
後
々
市
政
一に
対
す
る
特
別
表
彰
醤
寵
さ
れ

「釧路の立jJjをなヒノキになろ
う」とあいさっする膏藤会長

今
回
氏
は

「印
年
は
一
つ
の
節

目
だ
が
、
永
遠
に
研
修
し
発
展
す

る
こ
と
を
希
望
し
た
い
」
と
話
し

た
。0
・
:
式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

記
念
講
演
会
で
は
、
講
師
と
し
て

招
か
れ
た
北
運
開
発
居
醤
空

港
部
長
の
栗
田
悟
氏
(
貯
)
が
、
東

北
海
坦
の
港
湾
や
空
港
の
役
割
に

つ
い
て
語
っ
た
。

栗
田
氏
は
1
9
7
9年
東
北
大

学
大
学
院
修
了
後
、
運
輸
省
港
湾

局
採
用
。
以
降
港
湾
畑
一
筋
で
、

2
0
1
0年
5
月
か
ら
現
職
。
栗

田
氏
は
講
演
で
、
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
に
つ
い
て
触
れ

「釧
路
港

の
計
画
は
他
港
に
比
べ
は
る
か
に

実
現
性
が
高
い
。
予
算
は
残
念
だ

っ
た
が
、
も
う
一
度
具
体
的
に
詰

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
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